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区のお知らせ
第461号( 1)

足 立 区
編集/企画部広報課
足立区千住一丁目50
( 882) 1111

第二庁舎　( 889) 6161

人口・面積( 53. 10. 1)

世 帯　207, 279
人 口　627, 652
男　317, 743
女　309, 909

面積　53. 25km2
人口密度　11, 787人/ km2

皆さんの声をお聞きしました

わ
た
し
た
ち
の
足

立
を

緑
と
ゆ
と
り
の
あ

る
町
に

―
第
七
回
区
政
に
関
す
る
世
論
調
査
か
ら
―

区
で
は
去
る
六
月
に
、
「
区
政
に
関
す
る
世
論
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
は
、
地
域
社
会
・
地
域
活
動
の
実
熊
と
い
う
問
題
を
中
心
に
お
尋

ね
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
「
地
域
活
動
に
対
す
る
意
識
」
「
具
体
的
地
域

活
動
」
『
区
政
全
般
』
な
ど
に
つ
い
て
で
す
。
調
査
対
象
は
。
区
内
に
お
住
ま

い
の
膺
二
十
歳
か
ら
満
七
十
歳
ま
で
の
男
女
二
千
人
で
、
回
収
率
は
八
一
・
七

%
で
し
た

。
調
査
結
果
の
一
部
ぼ
次
の
と
お
り
で
す
。

約
七
三
%
が

愛
着
を
感
じ
る

(
問
)
い
ま
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に

愛
着
を
感
じ
る
か

。

「
愛
着
を
感
じ
る

」
と
答
え
た
方

か
五
〇
・
五
%
、・
「
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
愛
着
を
感
じ
る

」
の
二
二
・
四
%

を
合
わ
せ
る
と
、
約
四
分
の
三
が

愛
着
を
感
じ
て
い
る

。

(問
)

ご
近
所
の
方
と
ど
の
程
度
つ

き
あ
い
を
し
て
い
る
か
。

「
日
常
の
あ
い
さ
つ
を
か
わ
す
程

度
」
か
五
四
・
五
%

、
「
親
し
く
つ

き
あ
っ
て
い
る
」
が
四
〇
・
五
%
と

な
っ
て
い
る
。

(
問
)
地
域
活
動
を
す
す
め
る
う
え

で
、
ど
の
よ
う
な
地
区
割
が
望
ま

し
い
と
思
う
か

。

「
現
在
の
町
会
、
自
冶
会
の
地
域

で
よ
い
」が
五
〇
・
四
%

、「
問
題
や

目
的
に
応
じ
て
流
動
的
に
考
え
る
」

一
六
%
、
蘊

在
の
町
会
、自
治
会
の

地
域
よ
り
小
さ
い
単
位
で
考
え
る
」

七
・
(
%

で
し
た
。

(問
)
町
会

、
自
冶
会
の
活
動
に
参

加
し
て
い
る
か
。

「
い
つ
も
参
加
し
て
い
巨
が
　

一
四
・
一
%
、
「
と
き
ど
き
参
加
し

て
い
る
」
か
三
一
・
二
%
、
「
ほ
と

ん
ど
参
加
し
て
い
な
い
」
二
三
・
七
%

で
、
約
七
割
近
く
の
人
は
程
度
の

差
は
あ
れ
、
参
加
し
て
い
る
。
「
全

く
参
加
し
て
い
な
い
」
は
二
九
・
三
%

で
あ
っ
た
。

利
用
度
の
高
い

図
書
館

(
問
)
今
ま
で
に
利
用
さ
れ
た
区
の

施
設
は
ど
れ
か
。
ま
た
、
利
用
し

た
こ
と
が
な
い
理
由
は

。

最
も
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
図
書

館
で
あ
り
、次
い
で
文
化
会
館
、学
校

の
施
設
開
放
の
順
と
な
っ
て
い
る

。

ま
た
、
利
用
し
な
い
理
由
と
し
て

は
、「
利
用
時
間
が
あ
わ
な
い
」「
近

く
に
施
設
が
な
い
」
な
ど
が
あ
け
ら

れ
て
い
る
。

(
問
)
あ
な
た
の
周
囲
で

、
地
域
活

勵
に
参
加
し
て
い
な
い
人
は
、
ど

の
よ
う
な
理
由
か
ら
と
思
う
か
。

「
時
間
的
ゆ
と
り
が
な
い
か
ら
」

四
二
%

、
「
近
隣
者
と
の
連
帯
意
識

が
な
い
こ

四
・
五
%
「

「
地
域
社

会
の
こ
と
に
関
心
か
な
い

か

巨

一
一
・
九
%
と
な
っ
て
い
る
。

(
問
)
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
か

ん
に
す
る
た
め
に
、
行
政
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
力
を
入
れ
れ
ぱ
よ

い
と
思
う
か
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
す
る
た

め
に
、
研
修
会
や
講
習
会
を
開
く
」

三
三
・
六
%
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
必
要
な
交
通
費
な
ど
の
経
費
や

資
材
を
援
助
す
る
」三
三
%
で
し
た
。

下
水
道
整
備
に

強
い
要
望
が

(
問
)
こ
れ
か
ら
の
区
の
発
展
の
だ

め
に
、
最
も
力
を
入
れ
て
ほ
し
い

と
思
う
の
は
。

「
下
水
道
整
備
」
が
二
七
・
五
%

と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
保
健
医
療

の
充
実
」
一
九
%
、
「
老
人
福
祉
」

一
五
・
二
%
と
な
っ
て
い
る
。

(
問
)
家
庭
緑
化
対
策
に
つ
い
て
、

区
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

望
む

か
。

「
苗
木
・
種
子
・
フ
ラ
ワ
ー
ポ
y

卜
な
ど
の
あ
っ
せ
ん
や
配

布
を

す

る
」二
九
・
九
%

、「
植
木
市
な
ど
を

開
催
す
る

」
一
九
・
七
%
で
し
た
。

(問
)
公
園
を
つ
く
る
と
す
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
よ
い
か

。

「
緑
の
多
い
自
然
公
園
を
つ
く
亘

が
四
三
・
一
%
、
「
あ
ま
り
遊
具
な

ど
々
置
か
ず
、
子
供
が
自
由
に
遊
べ
、

盆
踊
り
な
ど
か
で
き
る
よ
う
な
広
場

を
つ
く
る
」
一
(
・
九
%
、
「
ア
ス
レ

チ

ヴ
ク
公
園
、
釣
り
堀
公
園
、
動
物

公
園
な
ど
の
佃
性
あ
る
公
園
を
つ
く

る

」
一
六
こ
(
%

と
な
っ
て
い
る

。

(
問
)
人
口
の
問
題
に
つ
い
て
、
今

後
足
立
区
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

よ
い
と
思
う
か
。

「
人
口
は
あ
ま
り
増
や
さ
ず
、
現

在
あ
る
自
然
や
文
化
財
を
で
き
る
だ

け
残
し
た
秩
序
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
」
が
六
七
・
四
%

、
「
人
口

を
減
少
さ
せ
る
施
策
を
構
じ
、
ゆ
と

り
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
」

一
一
・
七
%
に
対
し
、
「
今
後
も
な

お
積
極
的
に
開
発
し
、
人
口
を
増
や

し
て
い
く
」
は
、
わ
す
か
六
%
し
か

な
い
。

以
上
が
調
査
結
果
の
一
部
で
す

が
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
み
な

さ
ん
の
区
政
に
対
す
る
意
識
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
貴
璽
な
調
査
結
果
に
つ
き
ま

し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
分
な
検
討
を

加
え
な
が
ら
、
今
後
の
区
政
運
営
や

施
策
の
策
定
賢
料
と
し
て
生
か
し
て

ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
区
民
の
み
な
さ
ん
に
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

環境づくり区民大

会

区民健康まつり
あなたもぜひご参加を

環
境
づ
く
り
区
民
大
会

こ
の
大
会
は
。
明
る
く
住
み
よ

い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
「
新

生
活
運
動
」
「
交
通
安
全
運
動
」

「
献
血
運
動
」
の
推
進
を
は
か
る

も
の
で
す
。
大
会
で
は
、
講
演
や

展
示
の
ほ
か
不
用
品
を
差
し
上
げ

る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

日
時
　
十
一
月
二
十
一
日
(
火
)

午
前
十
時
～
午
後
二
時
三
十
分

場
所
　
産
業
振
興
館
(
区
役
所
隣
)

催
し
物
(
三
階
公
会
堂
)

▼
映
画

広
報
映
画
「
わ
た
し
た

ち
の
足
立
」
施
設
編

▼
講
演

「
地
域
社
会
と
住
民
活

動

」

講
師
-
新
生
活
運
動
中

央
推
進
委
員
、
元
読
売
新
聞
論

説
委
員
長

加
田
純
一
氏

▼
小
・
中
学
生
の
交
通
安
全
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
の
朗
読

▼
郷
土
芸
能
の
上
演

「
皿
沼
囃

子
」
-
皿
沼
囃
子
保
存
会

▼
表
彰
式

新
生
活
運
動
優
良
推

進
委
員
、
地
区
優
良
推
進
員
、
交

通
安
全
功
労
者
、
献
血
功
労
者
、

交
通
安
全
図
画
ポ
ス
タ
ー
・
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
、
花
い

っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
団
体

▼
展
示
と
相
談
(
二
階
ホ
ー
ル
)

不
用
品
を
ま
た
使

い
ま
し
″

う
、
ガ
ス
・
水
道
・
電
気
等
相

談
、
花
と
緑
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

な
ど
各
種

主
催
　
足
立
区
、
区
新
生
活
運
動

推
進
委
員
会
、
区
交
通
安
全
協

議
会
、
区
献
血
運
動
推
進
協
議

会
協
力
　
東
京
都
水
道
局
、
東
京
電

力
、
東
京
瓦
斯

問
合
せ
先
　

環
境
課

区
民
健
康
ま
つ
り

第
五
回
の
区
民
健
康
ま
つ
り
が

盛
沢
山
の
行
事
を
含
め
て
、
開
催

さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

日
時
　
十
一
月
十
一
日
(
占

午
後
一
時
～
四
時

場
所
　
区
青
年
館
(
大
師
駅
前
)

内
容

健
康
相
談
、
歯
科
相
談
、

体
力
測
定
、(
リ
・
灸
の
治
療
、

出
前
寄
席
、
映
画
、
展
示
会
、

鼓
笛
隊
の
パ
レ
ー
ド
、
そ
の
他

参
加
費
　
無
料

主
催
　
区
医
師
会
、
区
歯
科
医
師

会
、
区
薬
剤
師
会
、
区
柔
道
整

復
師
会
、
区
鍼
灸
マ
y
サ
ー
ジ

師
会
、
区
助
産
婦
会

問
合
せ
先
　
区
歯
科
医
師
会
(
　
(
(

二
-
七
三
三
七
)

すずかげ
先
月
か
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

家
庭
の
御
協
力

を
得
て
、
「児

童
緊
急
一
時
保

護
制
度
」が
発

足
し
ま
し
た
。

親
が
出
産
、
病
気
な
ど
で
、子

ど
も
の
世
話
が
で
き
な
く
な
っ
た

時
に
、
子
ど
も
を
預
か
っ
て
そ
の

面
倒
を
見
て
い
た
だ
く
も
の
で
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
三
人
で
す
が
、

最
終
的
に
は
十
三
人
ま
で
増
や
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
「
自
ら

進
ん
で
事
業
に
参
加
す
る
人
」
の

意
味
で
す
が
、
現
代
で
は
一
般
的

に
、
「
社
会
福
祉
の
た
め
に
、
自

発
的
に
時
間
や
労
力
を
提
供
す
る

人

」の
意
味
に
使
わ
れ
て
い
ま
す

。

「
足
立
区
政
世
論
調
査
」(
第

七
回
)
に
よ
れ
ば
、
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ

亘

は
一
割
弱
で
す
が
、
「
参
加

し
て
も
よ
い
」
は
過
半
数
を
越
え

て
お
り
、
区
民
の
高
い
関
心
度
を

示
し
て
い
ま
す
。

福
祉
推
進
に
は
行
政
で
は
行
き

と
ど
か
な
い
、
公
的
制
度
で
は
対

応
で
き
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。

区
も
自
ら
す
す
ん
で
福
祉
活
動

し
よ
う
と
す
る
区
民
へ
の
土
壤
づ

く
り
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

足
立
区
長
　
長
谷
川

久
勇

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ
し

自
転
車
の
利
用
を
自
粛
し
よ
う

当
区
は
、
都
内
で
も
最
も
事
故
の

多
い
地
域
で
す
が
、
特
に
自
転
車
に

よ
る
交
差
点
で
の
左
折
車
に
巻
き
込

ま
れ
る
事
故
、
一
時
停
止
を
し
な
い

た
め
の
事
故
、
子
供
の
飛
び
出
し
な

ど
に
よ
る
事
故
が
目
立
ち
ま
す
。

自
転
車
は
気
軽
に
乗
れ
て
し
か
も

快
適
な
乗
物
で
あ
る
た
め
、
通
勤
、

通
学
、
買
物
な
ど
に
多
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
軽
量

で
無
防
備
の
た
め
に
、
他
の
車
と
接

触
し
た
り
し
ま
す
と
生
命
を
失
う
事

故
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
、
親

子
三
人
連
れ
の
自
転
車
が
転
倒
、
左

折
し
て
き
た
ト
ラ
レ
ク
に
ひ
か
れ
即

死
し
た
事
故
が
葛
飾
区
で
起
こ
り
ま

し
た
。
自
転
車
を
ご
利
用
の
方
は
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
事
故
に
あ
わ
な

い
よ
う
心
が
け
ま
し
I
つ
。

ま
た
、
区
内
に
は
現
在
十
か
所
の

自
転
車
パ
ー
ク
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
か
、
利
用
者
の
増
加
に
伴
い
濟
皐

の
状
態
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

駅
前
付
近
に
放
置
す
る
人
も
多
く
、

駅
周
辺
商
店
街
住
民
の
方
か
ら
放
置

自
転
車
に
対
す
る
『
歩
行
者
へ
の
迷

惑
』
「
交
通
上
の
支
障
」
な
ど
と
い

っ
た
苦
情
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

自
転
車
置
場
利
用
者
の
大
半
は
近

距
離
に
住
む
方
た
ち
で
占
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

徒
歩
で
十
五
分
程
度
の
距
離
で
、

自
転
車
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、

な
る
べ
く
歩
く
よ
う
に
し

ま
し

。

う

。遠
距
離
の
方
た
も
の
た
め
に
も
ぜ

ひ
お
近
く
の
方
は
、
自
転
車
の
利
用

を
自
粛
し
て
く
だ
さ
い
。

11月は全国青少年

健全育成強調月間です

こ
の
た
ひ
総
理
府
・
社
団
法
人
青
少

年
育
成
国
民
会
議
の
主
唱
に
よ
り
、
十
}

月
を
「
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調

月
間
」と
し
、
次
の
三
点
を
重
点
的
に

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
青
少
年
の
健
全
育
成
に
対
す
る
国
民

全
体
の
自
覚
の
高
揚
と
積
極
的
参
加

の
推
進

◎
青
少
年
の
自
立
心
・
社
会
連
帯
意
識

の
譲
成

◎
青
少
年
を
と
り
ま
く
社
会
環
境
の
健

全
化

足
立
区
で
も
こ
の
趣
旨
に
よ
り
、
青

少
年
問
題
協
議
会
を
中
心
と
し
て
、
強

力
に
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ご利用ください

住 宅 修 繕 資 金

住
宅
を
修
繕
(
増
改
築
を
含
ま
ず
)

し
よ
う
と
す
る
方
で

、
資
金
調
達
に
お

困
り
の
方
へ
修
繕
賢
金
を
お
貸
し
し
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

資
格
　
▽
現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
の
修

繕
で
あ
る
こ
と

▽
区
内
に
一
年
以

上
住
所
が
あ
る
こ
と

▽
申
込
時
の

年
齢
が
貭
二
十
歳
以
上
膺
六
十
五
歳

未
嘴
で
あ
る
こ
と

▽
連
帯
保
証
人

を
一
名
つ
け
ら
れ
る
こ
と

融
資
額
　
二
十
万
円
～
(
十
万
円

利
率
　
年
(
%
(
実
質
負
担
は
五
%
)

利
子
補
給

年
三
%

償
還
方
法
　
五
年
以
内
の
元
金
均
等
月

賦
償
還

申
込
み
に
必
要
な
も
の
　
申
込
書
(
区

民
係
に
あ
り
ま
す
)

、工
事
見
積
一

、

住
民
票
、
納
税
証
明
書
な
ど

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
民
係

受付けします

競争入札の参加願

昭
和
五
十
四
・
五
十
五
年
度
に
、
区

の
物
品
等
の
指
名
競
争
人
札
に
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り
所
定
の

様
式
で
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
五
十
二
・
五
十
三
年
度
用
と

し
て
提
出
済
で
、
引
き
続
き
参
加
を
希

望
す
る
方
も
、
あ
ら
た
め
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
十
月
二
十
三
日
(
月
)
～

十
一
月
十
七
日
(
金
)

受
付
時
間
　
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後

四
時
(
正
午
～
午
後
一
時
ま
で
除
く
)

た
だ
し
、
土
曜
日
は
午
前
十
一
時

三
十
分
ま
で
で
す
。

様
式
　
東
京
都
財
務
局
所
定
様
式
(
東

京
都
弘
済
会
で
販
売
)

受
付
場
所
・
問
合
せ
先
　
契
約
第
二
係
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生活の中に
と り 入 れ よ う

うるおいのある文化

一
口
に
「
文
化
」
と
言
っ
て

も
、
何
を
さ
し
て
文
化
と
言
う

か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
た

い
へ
ん
む
ず
か
し
い
問
題
に
な

り
ま
す
が
、
足
立
区
教
育
委
員

会
で
は
、
社
会
教
育
と
し
て
つ

声
の
よ
う
な
文
化
行
政
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、お
・
{軽
に
ご
利
用
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

文
化
財
の
調
査
と
保
護

連
日
の
よ
う
に
文
化
財
関
係
の
新

発
見
や
、
ニ
ュ
ー
ス
が
報
ぜ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
文
化
財
を
守
ろ
う
と
す

る
動
き
は
非
常
に
活
発
で
、
特
に
区

内
に
は
、
伊
興
遺
跡
や
古
い
寺
社
か

あ
り
、
文
化
財
か
豊
富
な
た
め
、
区

民
の
方
か
た
の
関
心
も
非
常
に
高
い

も
の
か
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
十
二
年
前
か
ら
文

化
財
調
査
委
員
制
度
を
つ
く
り
、
毎

年
文
化
財
調
査
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
文
化
財
の
範
囲
は
有
形
無
形

、

古
代
の
遺
跡
か
ら
天
然
記
念
物
ま
で

あ
っ
て
非
常
に
広
く
、
時
間
と
知
識

を
必
要
と
し
、
な
か
な
か
む
ず
か
し

い
問
題
少・
抱
え
て
い
ま
す
。

年
ご
と
に
実
施
し
た
調
査
は
、
文

化
財
調
査
報
告
書
に
ま
と
め
、
学
校

や
図
書
館
に
送
っ
て
い
ま
す
か
、
一

般
の
方
に
は
、
や
さ
し
く
「
史
跡
と

文
化
い
と
い
う
パ
ン
フ
レ

、y卜
に
し

て
差
し
上
ば
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
主
な
調
査
活
動
は
、
①

旧
日
光
道
巾
子
庄
宿
家
並
変
鰹
調
査

(
地
図
帳
に
し
て
十
二
月
末
か
ら
実

費
頒
布
の
予
定
)
②
郷
土
芸
能
(
・
二

頭
獅
子
舞
・
神
楽
・
祭
囃
子
な
ど
卜

七
団
体
の
連
合
体
を
結
成
)
③
江
戸

伝
統
技
術
現
状
調
査
(
区
民
参
加
て

調
査
)
④
旧
道
調
査
(
消
え
て
し
ま

つ
た
道
や
現
在
残
っ
て
い
る
古
道
)

⑤
古
文
書
(
江
戸
時
代
の
郷
土
の
歴

史
を
探
る
賢
料
)
⑥
寺
院
(
古
来
の

美
術
工
芸
品
、
石
造
物
な
ど
)

一
方
、
区
内
の
史
跡
を
四
年
間
に

わ
た
っ
て
調
査
し
、
こ
こ
に
石
の
標

柱
を
建
て
た
り
、
ま
た
萱
葺
古
民
家

を
三
年
に
わ
た
っ
て
調
査
し
た
り
し

ま
し
た
。

千住神社に奉納された〝浦安の舞〟

各
種
学
級
・
講
座
・
講
習
会

社
会
人
を
対
象
と
し
て
、
各
種
の

学
級
や
講
座
・
講
習
会
を
開
い
て
い

ま
す
。成

人
学
校

教
養
・
技
能
・
趣
味
に
つ
い
て
、

余
暇
そ
有
効
に
過
ご
し
た
い
と
考
え

て
い
る
方
か
た
の
た
め
に
、
成
人
学

校
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

今
年
暖
は
、
・
。暮
し
に
役
立
つ
法

律

」、
「
占
典
文
学
r

奥
の
細
戸

、

「
ペ
ン
習
字
入
門

」
、
家

庭
の
料

理
」
、
早

造
り
の
陶
芸

」
、
「
や

さ
し
い
刺
繍
」
の
六
科
目
ふ
、
春
と

秋
に
実
施
し
ま
し
气

毎
回
「
区
の

お
知
ら
せ
」
で
募
集
し
ま
す
か
、
と

の
科
目
も
応
募
者
か
定
貝
を
は
る
か

に
越
え
、
抽
せ
ん
で
ご
参
加
い
た
だ

い
て
い
ま
す

。
来
年
は
、
竹
の
塚
に

社
会
教
育
館
か
で
き
ま
す
の
で
、
よ

り
活
発
に
開
設
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
ま
す
。

婦
人
学
級

地
域
の
婦
人
の
意
識
と
教
養
を
高

め
る
た
め
に
、
年
三
回
婦
人
学
級
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
こ
の
学
級
は
、

何
か
を
学
び
た
い
と
考
え
る
婦
人
グ

ル
ー
プ
か
対
象
で
、
自
分
自
身
で
学

び
た
い
内
容
を
決
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
作
っ
て
自
主
的
に
運
営
し
て
い

き
ま
す
。も
ち
ろ
ん
教
育
委
貝
会
が
、

講
師
、助
言
者
等
の
紹
介
を
し
ま
す
。

開
設
を
希
望
す
る
グ
ル
ー
プ
は
。
社

会
教
育
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
後
、
一
人
で
も
参
加
で

き
る
婦
人
学
級
も
開
設
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
ま
す
。

教
養
講
座

一
般
区
民
の
方
を
対
象
に
、年
一
・

二
回
教
養
講
座
を
開
き
ま
す
。
区
民

と
し
て
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
知
識

を
重
点
に
、
毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
来
春
三
月
ご

ろ
開
設
し
ま
す
。

十
六
ミ
リ
映
写
機

操
作
技
術
講
習
会

視
聴
覚
教
育
は
、
区
民
の
社
会
教

育
活
動
に
は
大
変
有
効
で
す

。
こ
の

た
め
、
区
立
中
央
図
書
館
に
フ
ィ
ル

ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
あ
り
、
機
材
の

貸
出
し
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
取
り
扱
う
人
の
た
め
に
、
年
六
回

の
技
術
講
習
会
を
鬨
い
て
い
ま
す
。

一
回
に
つ
き
六
日
間
、
た
だ
し
、
最

終
日
に
筆
記
と
実
技
の
テ
ユ
ト
か
あ

り
、
合
格
し
た
方
に
修
了
証
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

毎
回
「
区
の
お
知
ら
せ
」
で
募
集

し
ま
す
が
、
定
員
の
倍
以
上
の
応
募

が
あ
り
、
抽
せ
ん
で
ご
参
加
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

家
庭
教
育
学
級

小
・
中
学
生
を
持
つ
父
母
を
は
じ

め
、
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、
家
庭

で
ど
の
よ
う
に
子
供
を
指
導
し
た
ら

よ
い
か
、
ま
た
親
と
し
て
ど
う
あ
る

べ
き
か
な
ど
、
家
庭
内
で
の
問
題
点

を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
学
習
し
ま

す
。
学
習
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ

ル
ー
プ
の
考
え
方
に
よ
っ
て
決
め
、

自
主
的
に
運
営
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

年
十
二
学
級
、

】
学
級
五
日
間

。

P
T
A
研
修
会

P
T
A

の
役
員
や
、
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
か
た
を
対
象
に
、
小
・
中
学

校
別
の
幹
部
研
修
会
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
か
・
中
学
校
を
ブ
ロ
レ
ク

別
に
し
、
十
五
ヵ
所
で
ブ
ロ
y
ク
研

修
会
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

芸
術
文
化
の
振
興

区

展

洋
>画
・
彫
塑
・
書
道
の
三
部
門
に

つ
い
て
足
立
区
展
(
右
写
真
)
を
鬨

催
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
少
年
の
部
と
一
般
の

部
が
あ
り
、
今
年
の
場
合
は
、一
、五
(

九
点
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
气

そ
の
う
ち
入
選
は
、
(
三
四
点
て
入

選
率
は
五
二
%
強
と
い
う
厳
し
い
状

況
。
そ
れ
だ
け
に
、
区
民
の
皆
さ
ん

も
真
剣
に
作
品
と
取
り
組
ま
れ
、
年

々
レ
ベ
ル
が
非
常
に
向
上
し
て
い
ま

す
。合

唱
コ
ン
ク
ー
ル

区
内
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
振
興

を
図
る
た
め
、
文
化
会
館
で
年
一
回

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
い
て
い
ま
す
。
第

一
部
小
学
生
、
第
二
部
中
学
生
、
第

三
部
高
校
生
以
上
一
般
区
民
の
三
部

門
に
分
け
、
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発

表
し
て
も
ら
い
ま
す
。

昨
年
は
二
十
(
団
体
、
千
二
百
五

十
一
人
の
参
加
が
あ
り
、
加
平
小
、

東
綾
瀬
中
、つ
く
し
ん
ぽ
合
唱
団
(
地

域
合
唱
団
)
の
三
グ
ル
ー
プ
か
、
区

教
委
賞
、
議
畏
賞
、
区
長
賞
を
獲
得

し
ま
し
た
。

今
年
は
、
十
一
月
二
十
五
口
に
開

崔
し
ま
す
。

文

化

祭

足
立
区
に
は
、
昭
和
二
十
六
年
に

創
設
さ
れ
た
文
化
団
体
連
合
会
(
文

連
)
が
あ
り
。
区
教
委
と
一
体
と
な

っ
て
文
化
活
動
を
展
開
し
て

い

ま

す
。文

化
祭
は
、展
覧
会
・
芸
能
大
会
・

競
技
大
会
な
ど
、
多
種
多
様
な
催
し

も
の
に
わ
た
り
ま
す
の
で

、
文
運
傘

下
の
各
団
体
と
協
力
し
合
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
業
務
を
分
担
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
文
連
傘
下
に
は
次
の
団
体

か
あ
り
ま
す
。
文
化
活
動
に
参
加
さ

れ
た
い
方
は
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

。

謡
曲
連
盟
・
茶
華
道
協
会
・
邦
楽

舞
踊
連
盟
・
と
く
さ
会
・
囲

碁

連

盟
・
美
術
協
会
・
書
道
連
盟
・
瑞
穂

の
会
・
日
本
画
連
盟
・
写
真
連
盟
・

社
交
舞
踊
連
盟
・
歌
人
ク
ラ
ブ
・
俳

句
連
盟
・
吟
剣
詩
舞
連
盟
・
洋
舞
踊

研
究
会
・
手
芸
協
会
・
将
棋
連
盟
・

水
石
同
好
会
・
彫
塑
家
協
会
・
民
踊

連
盟
(
名
称
略
称
)

グ
ル
ー
プ
活
動
の
育
成

成
人
学
校
等
で
、
教
養
・
技
能
・

趣
味
の
各
科
目
に
つ
い
て
、
学
習
し

た
方
が
た
が
、
そ
れ
を
自
分
の
生
涯

教
育
と
し
て
、
引
き
続
き
学
習
し
て

い
き
た
い
と
き
、
グ
ル
ー
プ
作
り
を

進
め
、
社
会
教
育
団
体
と
し
て
活
動

を
援
助
し
て
い
き
ま
す
。

婦
人
学
級
に
つ
い
て
も
、
そ
の
連

合
体
で
あ
る
婦
人
学
級
連
絡
協
議
会

に
加
入
し
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き

学
習
の
'お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

社
会
教
育
に
対
す
る
ご
要
望
は
、

年
々
強
く
な
り
、
参
加
さ
れ
る
方
も

こ
こ
二
、
三
年
激
増
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
区
民
の
皆
さ
ん
の
学
習
意
欲

を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
、
す
ば
ら

し
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
、
社
会
教
育
活
動
は
、
「
場
」

の
活
動
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
場
所
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
多
く
の
時
間
と
人
手
を
要

し
ま
す
ぞ
す
か
ら
、
施
設
建
設
の
年

次
計
画
を
進
め
、
「
い
つ
・
ど
こ
で
も

・
ど
な
た
で
も
」
ご
参
加
い
た
だ
け
る

活
動
と
し
て
充
実
し
て
い
く
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
O

文
化
活
動
に
つ
い
て
の
問

合

せ

は
、
教
育
委
員
会
文
化
係
へ
。

「足立
の
歴

史
」発売

中

私
た
ち
の
町
足
立
の
歴
史
を
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
「
足
'

¨
'
・

立
の
歴
史
・
改
訂
版
」
が
再
版
さ
れ
ま
し
た
。

「
足
立
の
史
活
」
と
あ
わ
せ
て
お
読
み
い
た
だ
け
る

と
、
古
い
足
立
の
姿
と
新
し
い
も
の
と
の
つ
な

が
り
か
興
味
深
く
理
解
で
き
ま
す
。

頒
価
は
「
足
立
の
哽
史
こ

足

立
の

史
話
」
い
ず
れ
も
四
百
円
で
、
J

♂

区
役
所
五
階
広
報
課
で
発

売
中
で
す
。
あ
な
た

。̈・・

も
ぜ
ひ

ど

う

ぞ
。

お気軽においでください

足立吹奏楽団演奏会

区
教
委
と
、
区
立
中
学
校
教
育

研
究
会
音
楽
部
の
先
生
方
の
協
力

で
。
本
年
四
月
に
誕
生
し
た
足
立

吹
奏
楽
団
の
、
第
}
回
演
奏
会
か

開
か
れ
ま
す
。

区
内
唯
一
の
、
区

民
の
た
め
の
吹
奏
楽

団
で
す
。
多
数
の
方

か
た
の
ご
来
場
を
、

お
待
ち
し
て

い

ま

す
。な

お
、
入
場
は
無

料
で
す
。

日
時
　
十
】
月
十
(

貝
土
)
午
後
六

時
開
場
、
六
時
三

十
分
開
演

場
所
　
栗
原
小
学
校
体
育
館
(
東

武
線
西
新
井
駅
下
車
二
分
)

指
揮

石
田
太
一
先
生

曲
目
　
①
祝
典
行
進
曲

②
シ
ン

デ
レ
ラ
物
語

⑧
軽
騎
兵
序
曲

④
ラ
y
パ
吹
き
の
休
日

⑤
オ

リ
ー
ブ
の
首
飾
り

⑥
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
の
紹
介

他
数
曲

な
お
、
足
立
吹
奏

楽
団
は
、
今
後
盾
発

に
幅
広
く
活
動
す
る

た
め
、
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

資
格
　
高
校
生
以
上

で
、
あ
る
程
度
の

経
験
者

錬
習
　
区
立
第
十
中

学
校
体
育
館

火

曜
日
午
後
六
時
?

九
時

問
合
せ
先
　
区
立
第
四
中
学
校

柳
井
和
郎
(
　
(
(
七
⊥
(
(

九
一
～
二
)

論文

あ
な
た
も

応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か

足
立
青
年
経
営
研
究
会
で
は
。

足
立
区
の
将
来
と
産
業
に
つ
い

て
、
一
般
の
方
か
ら
論
文
を
募
集

し
て
い
ま
す
。ふ
る
っ
て
応
募
く

だ
さ
い
。

主
催
　
足
立
青
年
経
営
研
究
会

後
援
　
日
刊
工
業
新
聞
社

協
賛
　
足
立
区
・
東
京
商
工
会
議

所
足
立
支
部
・
足
立
区
総
合
再

開
発
協
議
会

テ
ー
マ
　
足
立
の
将
来
と

産

業
(

副
題
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

応
募
枚
数
　
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用

紙
五
十
枚
程
度

懸
賞
金
　
特
賁
一
名
三
十
万
円
と

ト
ロ
フ
ィ
ー

佳
作
二
名
各
五

万
円

締
切
　
十
一
月
三
十
日
(
消
印
有

効
)

応
募
先
　
青
研
事
務
局
(
足
立
区

千
住
仲
町
九
一

小
桜
ピ
ル
ニ

○
一
号
　
(
(
(

一
四
〇
(

四
)

問
合
せ
先
　
胃
研
事
務
局
・
東
京

商
工
会
議
所
足
立
支
部
(
　
(
(

一
丿
九
二
〇
〇
)
・
区
役
所

経
済
課
(
　
(
(
二
-
二

一

一
)

入
賞
校
・
団
体
決
ま
る

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

さ
き
に
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し

た

元

い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」

は
、去
る
十
月
十

百

足
立
区
新

生
活
運
動
推
進
委
員
に
よ
っ
て
、

現
地
審
査
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、

新
生
活
運
動
の
趣
旨
を
生
か
し
、

地
域
や
団
体
ま
た
、
学
校
の
生
徒

な
ど
か
協
力
し
て
作
っ
た
あ
と
や

日
頃
の
手
入
れ
な
ど
を
重
視
し
ま

し
た
。

一
般
の
部
　
栗
原
第
一
都
営
住
宅

自
治
会

西
新
井
第
三
団
地
自

冶
会

千
住
公
園
を
愛
す
る
会

所
属
大
川
西
長
寿
会

都
営
桜

木
町
ア
パ
ー
ト
二
号
楝
自
冶
会

園
芸
部

西
綾
瀬
三
丁
目
二
・

三
自
治
会
婦
人
部

東
栗
原
出

張
所
を
美
し
く
す
る
会

千
佳

曙
町
自
冶
会
婦
人
部

青
井
四

丁
目
つ
く
し
子
供
会

都
営
千

住
元
町
一
・
二
号
棟
自
冶
会

東
武
北
千
住
駅

足
立
農
業
協

同
組
合

六
木
幼
稚
園

千
住

公
園
を
愛
す
る
会
所
属
大
川
西

子
供
会

都
営
上
沼
田
ア
パ
ー

ト
東
和
会

隅
田
婦
友
会

千

住
東
町
住
宅
自
冶
会
美
化
部

六
木
団
地
自
冶
会

下
り
戸
子

供
広
場
管
理
委
員
会

学
校
の
部
　
千
寿
第
四
小
学
校

西
伊
興
小
学
校

竹
の
塚
中
学

校

東
伊
興
小
学
校

千
寿
旭

小
学
校

洸
江
小
学
校

舎
人

小
学
校

弘
道
第
一
小
学
校

青
井
小
学
校

問
合
せ
先
　
生
活
環
境
係

大
浴
室
の
改
修
工
事
を
し
ま
す

湯
河
原
区
民
保
養
所

湯
河
原
区
民
保
養
所
「
あ
だ
ち

荘
」
は
、
大
浴
室
改
修
工
事
の
た

め
、
十
二
月
十
四
口

采
)

か
ら

年
内
は
大
浴
室
か
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。な

お
、
十
一
月
・
十
二
月
中
の

平
日
は
、
ま
だ
空
室
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

休
館
日
　
▽
十
一
月
…
十
四
日
・

十
五
日
・
二
十
(
日
・
二
十
九

日
▽
十
ゴ
月
=
一
十
九
日
・
二

十
日
・
二
十
六
日
～
三
十
百

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
民
係
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文化の日に晴れの表彰

―
足
立
区
に
貢
献
し
た
三
五
四
名
に
―

去
る十一
月三日「
文化の
弖

に昭和
五十三年
度足
立区表彰

式か行なわれまし
た
。

区の
ために
永年尽
力された

次の三百五
十四名の方々
が表

彰
を受けられました
。
(敬祢畊
)

〔自治功労
〕
<区議会議

員永年十五年以上
>鈴木次夫

北詰光男
倉持傳次
吉田小

重郎
森信雄
井上市三郎

藤木二幸
岡安孝明
小久保

雅捷
<消防団員永年
》
片

山昭雄
黒川済次
星野照雄

鈴木賊徳
榎本正次
上田邦

雄
西野房雄
谷古宇彰
西

野明
円谷喜一
深野千代松

遭沼清
蓮沼哲司
小櫃喜代

次
小川昌太郎
古姓長孝

磯都茂雄
内田重昭
へ町会

・
自冶会長永年
》篠田要蔵

鈴木侑
田中正夫
則本芳蔵

浅野攪太郎
卻沢照
山崎正

久
《区職員永年三
十
年以

上
>池田賢次
土谷康男

梨沢行弘
下川洋和
藤城は

ま子
田辺溥
丸山宏
前川

栄司
青木昭
】福田
直衛

長谷川
怒本
杉下
幸義
坂君

雄
浅賀精作
岩村清次
那

須
権之助
霞部卯市
若林澄

杉本
}江
大高己代治
井上

俊子
杉浦莞之
畏沢義弘

高橋志け乃
金子
とよ
山本

政
吉
田
村勇
戸代谷
貞夫

《区職貝永年二
十年以
上
>坂

井正己
荒木健吉
若林英己

本山辰雄
山上正
人
深沢
栄

宏
堤正
昭
竹田正
之
長鳥

成行
浅井宏祐
大村容子

寺嶋英男
牧野キヨ子
矢内

陲規
鈴木礼子
坂爪
富男

細谷愽
】小森チエ子
松本

文二
・串田
政男
大熊米吉

村田
米子
木島徳治
白井
誠

小
暮繁太郎
今井
キミ子
小

林ス
ジエ
下
村い
ね子
伊
藤

静枝
宮田
をり
庠谷
武
渡

辺美恵子
荒井ふみ
松本竹

次郎
野口
秀吉
倉原正
喜

佐々
木善
(五
十嵐初江
岡

田初雄一
山條助
樽見ユキ

石黒カツ
荒井由蔵
岸志け

宇田川吉五郎
佐野
(重子

釉飼フジ
行木孝次
鈴木農

夫男
篠山實
石井久夫
戸

張昊
三宅サタ子
柳田銀次

郎
長谷川ミキ
小林美保子

増田求良
鈴木豊松
松本喜

美子
吉田一
夫
町田武四

佐々
木市郎
寺門秀之
関口

栄子
田口とみ江
渦本弘美

吉田英夫
榎本恵三郎
渋谷

富五郎
村越三郎
樋口誠一

深井てる子
葛飾幸雄
堀切

由眷
藤代吉蔵
小暮勇
荻

原あい子
岡戸正次郎
高橋

七冶
植木義忠一
巻セン

井中参三郎
萩原啓輔
阿部

キミ
中沢文子
宗方キミ子

鈴木元次郎
稲川糸子
斎藤

ます
古宮とりよ
斎藤敏枝

深井正雄
鬥間カツ子
田辺

静江
加藤一利
大野恵美子

西田巌
榎本豚江
北野ふじ

枝
平沢隆子
萩原ヤス子

林シズ
小松山喜雄
小川ウ

タ
高橋光子
安田ヤエ子

当麻ツヤ
奥山房子
平林膺

範
松原麗子

〔統計功労
〕福原若松

須川好五郎
神原幸平
菅沢

傳重
中村忠郎
金子善七

天野義熊
弘田忠雄
加川喜

三郎
村上林蔵
水越正雄

中林武
矢部允
藤ヶ畸伊三

郎
石神はな
平村米次
森

屋貢
谷田部正元
大室勇一

古屋利
(田所晋
鈴木太一

郎
小林實冶
増田茂
宇賀

神竹四郎
勝俣博
井上力

木辺栄一
郎

〔納税功労
〕船沢徳正

小池熊治郎
日比谷竹次郎

石川栄四郎

〔区立学校教育功労
〕《学

校保健衛生
》木村健一
神谷

俊太郎
臼井瞳
竹内秀
荻

原智紀
茂沢膺太郎
<教職

員永年三十年以上
》松田猛

荒井脯
】小室広業
松木和

也
小倉亨恵
秋山啓子
大

橋和子
加藤敏子
高田シズ

子
大山正雄
田中静枝
塚

田ミノル
樋口照子
及川百

合子
平沢とし子
鈴木十水

田村安次
豊島武夫
堀井セ

ッ
吉成進
広瀬賢三郎
植

松千枝
津久井千代
鷹木荅

豊田芳郎
菱借一
佐藤きみ

子
久保勝哉
畠山了栄
松

本参之助
白木久江
平野徹

人
松野大徹
村山皓
安藤

威之
　
<教職員永年二十年以

上
>小野口隆
大内葺
村下

久子
武者正子
村田喜久子

松原茂
橋銭登美子
小林文

行
大橋道子
矢沢幸一朗

薊文雄
川鳥康子
秋山直子

吉田博子
鈴木忠夫
唐沢邦

子
後藤一徳
青木昭次郎

鈴木英夫
〔
私
学
教
育
功
労
〕
　
<
私
学

振
興
>
内
藤
弥
吉
　
<
教
職
員
永
年
>
北
村
順
小
郡
宙
宜

〔社
会
及
び
公
共
事
業
功
労
〕　
<
民
生
委
員
・
児
童
委
貝
・
社
会

裲
祉
事
業
>
下
鳥
正
清
萩
原
節
子
福
田
き
く
江
早
乙
女
吉
重

郎
小
宮四
朗
古屋
勝章
清

水福次郎
村上綾子
塙丑
之

助
田口
市太郎
岩井は
な

田
中
安
太
郎
木
鳥
ま
き
<
保
護
司
>
山
崎
順
正
金
杉
法
寿

大道善次郎
瀬田
セン
阿川

昔
国分キミ子
吉野平
(

加
藤芳三
　
<社会
福祉
事業永

年
>香川マサエ

〔公
衆
衛
生
功
労
〕　
<
公
衆
衛
生
事
業
>
鴨
下
喜
助
嶋
田
保

太
郎
鈴
木
惣
吉
森
田
秀
夫
小
宮
淑
子
飯
泉
丈
夫
中
野
と

志
子
　
<
保
健
衛
生
事
業
永
年
>
番
場
黄
菊
山
崎
伊
代
増
田
須

寤子
遠藤膺
青山彬
佐藤

カネコ
林薫子
三浦宏
古

川為六
高木鎌次
毛利貞子

佐々
木正蔵
川名衛
熊沢秀

子
前田寿美
安室政子
永

沢寿美
浅香ミヤ
新藤貞次

大熊重雄
土田利久太

〔農
商
工
業
功
労
〕　
<
農
業
振
興
>
馬
場
光
吉
横
山
市
五
郎

寺
鳥
新
三
鈴
木
市
太
郎
吉
田
季
一
増
田
文
吉
渡
辺
正
一

小
倉
庄
(
梶
本
新
治
新
井
龍
三
谷
古
宇
徳
次
郎
<
商
業
振

興
》
堺
助
之
進
田
中
作
治
渋
谷
宗
一
郎
小
林
泰
冶
斎
藤
芳

雄
岡
田
衛
一
服
部
義
一
　
<
工
業
振
興
>
梅
田
惣
吉
　
<
農

業団体永年
>新井嘉明
　
<工

業永年
>菅原喜太郎
上田武

男
池田昭男

〔社
会
教
育
功
労
〕　
<
体
育
>
佐
藤
房
雄
篠
原
正
芳
野
口
夕
`

ζ
田村四郎

〔徳行
〕長岡まつ
飯沼

文子〔人侖救助
〕石川れい子

宋健司
田口膺一
青木正博

杵淵勲
斎藤正弘
佐藤雄治

佐藤マサ

フ
ォ
ト

ニ
ュ
ー
ス

十月十五日
、千住
新橋グラ

ン
ドで「第四
回区
民大運動会
」

が盛大
に開かれまし
た
。

子
供からお年寄り
まで約一

万人
が参加し
、選手・
応
援団

が一丸となって一
生懸命プレ

ーし
、明るくたのしい秋の一

日を過しました
。

なお
、掲載の写真ご希望の

方は広報課までどうぞ
。

右
・
僕
も
負
け
な
い
よ
!
　
玉
入
れ
競
争

左
・
お
め
で
と
う
!
　
感
激
の
一
瞬

上
・
ヨ
1
1
-
イ
ド
ン
!
　
お
母
さ
ん
カ
ン
パ
ー
ア

防災広場用地を
さがしています

防災
広場と

は
、災害時にお

いて
、地域の住

民が火災の初期

消火体制をくむ

など
、防災活助

の基地として
、

使用する広場で

す
。この
広
場に

は
、地下貯水槽

およぴ
、可搬式

ポンプなどを格

納した
、防災賚

機材置場が設置され
、いざとい

う時のために備えています
。

また平常時には
、コミュニテ

ーの場として付近住民に開放さ

れます
。

なお
、くわしい内容は左記の

とおりです
。

買
収
対
象
地
域
お
よ
び
地
域
名
　
地
震
に
よ
る
地
域
危
険
度
ラ
ン
ク
が

三およひ四の
地域で
、次の
地

域が該当します
。

関原一・
二丁目
、本木
】・

二丁目
、本木南町
、本木東町
、

本木西町
、本木
北町
、足立一・

二・
三丁
目
、西綾順二丁目
、

梅田三・
四丁目

買収面
積
　面
積は
、おおむね三

○○車方メートル以上一
〇〇

〇平方メートル程度で
、四メ

ートル以上の公道に面してい

るもの
用
地
売
却
に
伴
う
租
税
に
つ
い
て
　
用
地
を
売
却
し
た
場
合
「
租
税
特

別措置法第三十三条一
項第二

号に該当し
、譲渡所得等の特

別控除の適用を受けることが

できます
。

◎防災広場用地についての問い

合わせは
、防災施設係へ
おたす

ねください
。

お子さんを預かります

児童緊急一
時保護制度

十月一
日から
、母親がお産し

たり
、病気で
病院へ
行く必要
が

で
きたりした時に
、昼間だけ児

童を
I時保護する制度がで
きま

し
た
。ご利用ください
。

預かる方
　山本治枝
(青井三
-

十七上
(七
　
(
(六一四七

九〇
)池田克子
(西伊興町

五二
-六二
　
(五三
-六二

四七
)佐野郁子
(古千谷二

上
(
I三二
　
(九七
-四
(

四九
)

預
か
る
児
童
　
生
後
三
か
月
以
上
学
齢
未
滴
児
を
三
人
ま
で

預かる時間
　午前
(時から午後

五時までの必要最少時間

保護の料金
　一時間につ
き二百

円
、五時以降は一
時間につ
き

三百円ただし
。生活困窮世帯
(生

活保護受給世帯およぴ
、住民

税非課税世帯
)は
、料金が免

除されます
。

依頼の方法
　直接保護
者の
方

に
、あらかじめ電話で連絡し

てください
。

その他
　案内図等は最寄りの出

張所
、福祉事務所
、保健所等

にあります
。

くわしくは
、硼祉郎管理係へ

おたずねください
。

部落問題の

理解のために

差
別
を
解
消
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
運
動
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う

か
(
5
)

大正
十一
年三月三日
、全国

水平社
創立大会
が開
かれまし

た
。創立当初の
運動は
、大会

の
決議の
第一
項にあ
る
よ
う

に
、差別者に対する徹底的
糾

弾を中心にすすめ
られ
、そ
れ

を契機として
各地に
水平社
が

設立されて
きました
。

大正
十四
年の
全国水平社第

四
回大会で
は
、労
働者や農民

と力を合わせて運動をすすめ

る方針がうちだされ
、地域に

よっては水平社と労働組合・

農民組合とが手を結んでたた

かいました
。

水平社はまた
、軍隊内の差

別糾弾にもたち向かっていき

ました
。大正十五年福岡連隊

内で差別事件がおきました
。

水平社の抗議により
、差別を

なくする講習会を開く約東を

しましたが
、その後も差別事

件があいつき
、水平社は農民

組合などの応援を得て「入営

拒否
」の運動をもりあけまし

た
。

昭和七年末から
(年にかけ

て「
高松裁判所差別事件がお

こ
りまし
た
。屁
落民
は
、結

婚にさいして
自分の
身分や職

業を相手に知らせ
なけれ
ばな

らない
。自分の身分を相手に

知らさす結婚するの
は犯罪で

ある
。」として
部落の
青年を

有罪にしました
。すで
に法制

上は廃止されて
いる封建的身

分を法的に認め
、無実の青年

の人権をじゅうりん
し
た
点

で
、こ
の事件は悪質きわまり

ない差別裁判でした
。こ
の裁

判は
全国の
都落の人
ぴとを憤

激させまし
た
。全国水平
社は
、

部落ごとに糾弾闘争委員
会を

つ
くり
、全国的な陋助にもり

あけてい
きました
。蹐願
大行

進
、司法大臣や検事総長に対

するきひ
しい抗議の
結果
、や

っ
とだたかいに勝つこ
とがで

きました
。この
事件をきっ
か

けに
、解放運助はいちだんと

もり
あがりました
。

こ
の水平
社の活動は
、昭和

十五年
、第十六回大会を最後

として
終わり
を告
げ
ま
し
た

が「その
伝統は
、戦後の
解放運

助にうけつ
かれて
いきます
。

◎同和問題に関する問い合わ

せは
、区役所同和対
策担当へ
。

中
小
企
業
退職金共済制度

申小企業経営者の皆さんに

国の退職金制度の活用をおす

すめします
。

この制度は
、国の援助で大

企業なみの退職金が確実に支

給できるようにという趣旨で

作られ
、国から禰助金のでて

いる唯一の退職金制度です
。

特色〇月々
わずかな掛金で将来

多額の退職金が支給できま

す

〇国の制度で
すから安全確

実です
〇掛金は損金または必要経

費として
全額免税です

〇従業員のための福利厚生

施股を設置する堤合の資金

の融賢が低利で受けられま

す問合せ先
　中小企業退職金共

済事業団広報課
(
　四三

六
-○一五一
)または経済

課

中小企業倒産防止共済制度

加入促進のための資金貸付

区では
、申小企業の皆さん

の経営の安定を図るため
、中

小企業共済募業団の行なって

いる申小企業倒産防止共済制

度加入のための掛金を
、十一

月一
日より貸付けをしていま

すので
ご利用ください
。

対
象
　倒産防止共済契約
(掛

金
)につ
いて
、昭和五十三
年

度中に
】括前納する方で
、

次の要件を備えて
いる方

〇住所または主たる事業所

を区
内に有して
いること

○区
内で引
き続き一
年以
上

同一
事業を営んでい
るこ
と

〇
倒産防止共済制度の
対象

業種に属する事業を営んで

いるこ
と

○前年度の特別区民税
(法

人に
あって
は
、法人都民税
)

を完納して
いるこ
と

条件〇貸付限度額
一
企業六十

万
円以
内

○貸付利子
無利子

○連帯保証人
必要とし
な

い
(但し
、法
人の
場合代表

者佃人の
連帯保証人
が必要

で
す
)

申込・
問合せ先
　商工
係

雑草は刈り取りましょう

雑草か繁茂してい
るあき
地

は
、ゴ
、々捨て場になりやすく
、
(

エ
などの
、害虫の発生場所

や
、犯罪の温
床ともなり
かね

ません
。

また
、付近の
人々
の
生活
環

境をそこ
ない
、こ
れからの
時

期は枯れ草となって
、焚火や
、

た
ぱこの
投げ捨てで
、火災の

原因になる危険もあります
。

区内で
も
、枯れ草から民家

に延焼した例かありまし
た
。

そこで区で
は
、あき地の
管

理
条例を定め
。土地の
所有者
、

ま
たは
管理者
が雑草を処理す

るよう「
畦務
づけています
。

あき地の所有者は
、付近の人

に々迷
惑をかけ
ないよう
、急

いで
雑草を刈り取って
くださ

い
。なお
、所有者が自分で
刈り

取
るこ
とができ
ない場合は
、

区
に委託する方法
もあります

ので
、お気軽に
お申し出くだ

さい
。

問
合
せ
先
　
生
活
環
境
係
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保 健 所
だよ り

栄
養
講
習
会

日
時
　
十
一
月
十
七
日
(
金
)
午

後
一
時
三
十
分

内
容
　
高
血
圧
や
肥
満
の
人
の
食

事
※
希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ

場
所
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所

栄
養
室

雪
(
五
五
-
四
一
五
一

看

護

教

室

開

催

日
時

十
一
月
二
十
一
日
(
火
)
午

後
一
時
三
十
分
～
四
時

場
所

千
住
保
健
所
請
常

内
容

▽
高
血
圧
症
の
日

常
生
活

▽
倒
れ
た
宀

き
の
扱
い
と
、
リ
(
ビ

リ
テ
ー

シ
'
ン

▽
そ

の
他
、
肩
こ
り
、
腰
痛

予
防
体
操

※
実
技
を
し
ま
す
の
で
、

う
ご
き
や
す
い
服
装
で
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

千
住
保
健
所

業
務
係
　

八
(
(
-
四
二
七

七育

児

相

談

日
時
十
一
月
(
日
(
水
)
午
前

九
時～
十
時
三
十
分

内
容

身
体
測
定
、
育
児
と
栄
養

指
導

持
参
す
る
も
の

母
子
健
康
手

帳
、
お
む
つ

場
所
・
問
合
せ
先

江
北
保
健
相

談
所

管
八
九
六
-
四
〇
〇

四あ

な

た

も

ガ

ン

検

診

を

◎
一

の
検
餘

場
所

都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

対
象

千
住
保
健
所
(
東
和
・
江

北
保
健
相
談
所
を
含
む
)
管
内

の
三
十
五
歳
以
上
の
方
。

※
冶
療
中
の
方
、
冐
の
手
術
を

受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

期
日

昭
和
五
十
三
年
十

二
月
?

昭
和
五
十
四
年

二
月

定
員

二
百
三
十
名
(

先

着
順
)

◎
子
寫
が
ん
検
餘

塀
所

都
が
ん
検
診
セ
ン

タ
ー

対
象

千
往
保
健
所
(
東

和
・
江
北
保
健
相
談
所
を
含
む
)

管
内
の
三
十
歳
以
上
の
女
性

期
日
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
～

昭
和
五
十
四
年
三
月

定
員

百
(
十
名
<
先
着
順
)

申
込
・
問
合
せ
先

往
復
(
ガ
キ

に
住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、
電

話
番
号
、冐
が
ん
、子
宮
が
ん
の

別
を
明
記
の
う
え
千
住
保
健
所

業
務
係
(
〒
Ⅲ
千
住
仲
町
七
六

啻
(
(
(
-

四
二
七
七
)
へ

。

※
日
時
に
つ
い
て
は
、
申
込
者
に

別
途
通
知
し
ま
す

。
費
用
無
料

。

行 事 ・ 催 し物

区 民 カ レ ン ダ ー
11月5日～12月4日

来
年
四
月
入
園
の

区
立
幼
稚
園
児
募
集

来
年
四
月
入
園
の
区
立
幼
稚
園
児

の
申
込
受
付
を
行
な
い
ま
す
。

入
園
を
ご
希
望
の
方
は
、
次
の
要

領
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
鹿
浜
五
丁
目
に
建
設

し
て
い
る
鹿
浜
幼
稚
園
(
仮
称
)
の

募
集
は
、
別
途
「
区
の
お
知
ら
忽

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

募
集
す
る
幼
稚
園

▽
関
屋
幼
稚
園

千
住
関
屋
町
一

六
-
一
(
千
寿
第
(
小
学
校
内
)
　
(
(
(
-

三
五
(
九

▽
元
宿
幼
稚
園

千
住
桜
木
一
丁

目
一
六
-
二
　
(

【
一
〒
九
四

六
六

▽
江
北
幼
稚
園

江
北

】丁
目
二

六
-
九
　

【
九
六
-
二
六
三
一

▽
大
谷
田
幼
稚
園

大
谷
田
二
丁

目

】
-
九
　

六
二
〇
-
七
五
九

一
応
募
資
格
四
歳
児
(
昭
和
四
十
九

年
四
月
二
日
r
五
十
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
)
五
歳

児
(
昭
和
四
十
(
年
四
月
二
日
～

四
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
幼
児
)

募
集
人
員

四
歳
児
・
=各
園
と
も
三

十
名
(
男
女
各
十
五
名
)

五
歳

児
・
=各
園
と
も
九
十
名

受
付
場
所

各
幼
稚
園

受
付
日
時
十
一
月
八
日
(
水
)
～

十
}
月
十
日
(
金
)
午
後
一
時

三
十
分
～
三
時
三
十
分

選
考
日
時

第
一
次
週
考
(
抽
せ
ん
)
-
十
一

月
十
七
日
(
金
)

四
歳
児
(
男
)
1

午
前
九
時
三
十
分
開
始

四
蔵

児
(
女
)
-
午
前
十
一
時
開
始

五
歳
児
-
午
後
二
時
開
始

▼
申
込
用
紙
・
募
集
要
綱
は
、各
幼

稚
園
ま
た
は
も
よ
り
の
出
張
所
で

十
一
月
六
日
か
ら
配
布
し
ま
す
。

な
お
、幼
稚
園
で
の
配
布
時
間

は
午
後
一
時
～
二
時
ま
で
で
す
。

▼
郵
送
に
よ
る
申
込
み
は
、
お
断
り

し
ま
す
。

▼
受
付
日
時
お
よ
ひ
選
考
日
時
は
、

厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

教
育
委
員
会
幼
児
教
育

担
当

「
お
さ
ら
い
教
室
」

の
生
徒
募
集

対
象
小
学
校
二
年
～
三
年

定
員

各
学
年
十
名

指
導
科
目

国
語
、
算
数

実
施
回
数

毎
週
二
回
(
水
曜
日
・

金
畷
日
)

実
施
時
間
午
後
三
時
～
四
時
三
十

分
(
各
学
年
一
時
間
)

場
所
千
庄
セ
ン
タ
ー
会
曦
瘟
(
千

住
元
町
三
四
一
一
)

指
導
者

高
齢
者
事
業
団
教
育
指
導

班
費
用
月
順
三
千
円
～
二
千
五
百
円

申
込
受
付

十
一
月
六
日
か
ら
(
定

員
に
な
り
次
第
締
切
り
)

申
込
・
問
合
せ
先

高
齢
者
事
業
団

事
務
局
♀
往
五
上
(
(
　
(

七
〇
上
六二
二
二
)

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
離

脱
の
手
続
き
は
十
四
日
以
内
に

届
出
を
し
て
夊
だ
さ
い
。

特
に

、資
格
を
失
っ
た
方
は

、

保
険
証
を
お
返
し
く
だ
さ
い
。

青
少
年
指
導
者

一
般
研
修
会

日
時
十
一
月
二
十
五
日
(
土
)
午

後
一
時
三
十
分
～
四
時
三
十
分

場
所
千
寿
第
四
小
学
校

対
象

育
成
会
貝
・
P
T
A
・
町
会

自
治
会
・
青
少
年
対
策
地
区
委
員

会
等
の
役
員
ま
た
は
委
貝
の
方
、

そ
の
他

研
修
方
法

講
演
と
話
し
合
い
(
分

科
会
形
式
)

分
科
会
テ
ー
マ

▽
子
供
会
と
青
少
年
対
策
地
区
委

貝
会
と
の
関
係

▽
子
供
会
と
町
会
・
自
冶
会

▽
子
供
会
と
学
校
お
よ
び
P
T
A

▽
子
供
会
は
だ
れ
が
育
て
る
の
か

申
込
期
限

十
一
月
十
(
日
(
土
)

問
合
せ
先

青
少
年
係

皆
さ
ん
で

ご
参
加
く
だ
さ
い

ス
ケ
ー
ト
教
室

■
家
庭
婦
人
ス
ケ
ー
ト
教
室

日
時
十
一
月
二
十
日
(
月
)
・
二

十
二
日
(
水
)
・
二
十
四
日
(
金
)

午
前
十
時
～
正
午

場
所

ヤ
コ
ウ
ス
ケ
ー
ト
プ
ー
ル
(

東
武
線
谷
塚
駅
前
)

費
用

千
(
百
円
>
(貧
靴
無
料
)

申
込
・
問
合
せ
先
足
立
区
ス
ケ
ー

ト
連
盟
(
　
(
(

一
-

九

〇

六

五
)

■
区
民
ス
ケ
ー
ト
初
心
者
講
習
会

日
時
十
二
月
四
日
(
月
)
・
五
日

(
火
)
・
六
日
(
水
)
午
後
六

時
三
十
分
分
～
(
時
三
十
分

場
所

ヤ
コ
ウ
ユ
ケ
ー
ト
プ
ー
ル

対
象

十
六
歳
以
上
の
滑
れ
な
い
方

定
員

先
着
二
百
名
(
費
用
無
料
)

申
込
・
問
合
せ
先

往
復
(

ガ
キ

に
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
連
絡

先
の
一
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

体
育
課
(
〒
Ⅲ
千
住
一
丁
目
五
〇
)

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い

。

東
部
セ
ン
タ
ー

■
浪
曲
大
会

日
時

十
一
月
五
日
(
日
)

午
後

○
時
三
十
分

出
演

浪
曲
愛
声
会

■
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室

日
時

十
一
月
十
六
日
(
木
)

午

前
九
時
三
十
分

教
材
費

千
円
(
ク
リ
ユ
マ
ス
飾
り
)

問
合
せ
先

各
行
事
と
も
、東
部
セ

ン
タ
ー
　

六
〇
五
-
七
一
〇
一

区
民
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス

日
時
十
】
月
二
十
三
日
(
木
)
午

後
六
時
三
十
分
～
九
時

場
所

千
寿
第
三
小
学
校
体
育
館

蓼
加
費

無
料
、
初
心
者
歓
迎

連
絡
先
足
立
区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

連
盟
　
(
(

一
-
(
〇
六
五

温
水
プ
ー
ル
開
設

ど
う
ぞ
ご
利
用
を

十
月
二
十
九
日
に
オ
ー
プ
ン
し

た
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル
【
西
保
木

問
四
-

】○
-
一
　
　
(

五
〇
-

一

二
一
三
)
の
佃
人
・
団
体
の
使

用
時
間
は
下
の
表
の
と
お

り
で

す

。
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

▼
二
時
間
で
入
場
者
の
全
員
入
れ

替
え
を
行
な
い
ま
す

▼
定
員
に

な
り
ま
し
た
ら
入
場
を
お
断
わ
り

し
ま
す

▼
佃
人
使
用
時
間
の
団

体
使
用
お
よ
ぴ
団
体
使
用
時
間
の

佃
人
使
用
は
で
き
ま
せ
ん

■

団
体
貸
切
時
間
帯

□
個
人
使
用
時
間
帯

掲
示
板

住
居
表
示
の
再
調
査

十
一
月
下
旬
頃
か
ら
、
次
の
地

域
で
世
帯
主
名
・
建
物
な
ど
の
形

状
調
査
お
よ
ぴ
各
種
表
示
板
な
ど

の
取
替
え
を
異
施
し
ま
す
。

調
査
地
区
本
木
一
丁
目
・
二
丁

目
関
原
一
丁
目
～
三
丁
目

調
査
期
日
十
一
月
下
旬
～
来
年

三
月
末
日
ま
で

調
査
員

区
が
委
託
し
た
業
者
(

区
役
所
の
腕
章
を
つ
け
て

い
ま
す
)

問
合
せ
先

住
居
表
示
係

入
居
者
募
集

《
住
宅
公
団
賃
貸
往
宅
》

▽
団
地
名

大
谷
田
一
丁
目
団
地
(

大
谷
田
一
丁
目
一
番
)

▽
募
集
戸
数

二
百
戸
(
二
D
K
)

▽
募
集
期
間
十
一
月
十
一
日
～

二
十
四
日

▽
入
居
時
期

昭
和
五
十
四
年
三

月
下
旬
以
降

※
募
集
案
内
書
は
、
区
民
係
に
も

あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

日
本
住
宅
公
団
募
集

セ
ン
タ
ー
　

三
四
七
-
四
三

七
五

保
留
地
を
処
分
し
ま
す

入
札
日
時
十
一
月
十
一
日
(
土
)

午
前
十
時
～
正
午

区
画
十
四
区
画
(
七
二
・
四
～

匸
二
(
・
―
一
平
方
メ
ー
ト
ル
)

現
地
案
内
日

日
曜
を
除
く
毎
日

入
札
場
所
・
問
合
せ
先

大
谷
田

上
土
地
区
画
整
理
組
合
事
務
所

六
〇
五
-
四
七
三
〇

年
金
相
談

日
時

十
一
月
十
五
日
(
水
)

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
四
時

場
所

区
役
所
一
階
相
談
室

問
合
せ
先

足
立
社
会
保
険
事
務

所
　
(
(

一
-
匸
三
一

区
民
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ

日
時

十
一
月
二
十
三
日
(
木
)

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
三
時

場
所

千
葉
県
佐
倉
市
(
京
成
佐

倉
駅
下
車
)

「
野
鳥
の
戀

定
員

百
五
十
名

参
加
費

二
百
円

主
催

足
立
区
山
岳
連
盟

申
込
・
問
合
せ
先

駒
草
山
荘

【
千
住

】
1
(
(
　
(
(

一

上
一四
九
〇
)

マ
ツ
ノ
ス
ポ

ー
ツ
(
関
原
二
丁
目
一
六
-
一

一
　
(

四
(
-
五
一
〇
一
)

臨
時
税
務
相
談

足
立
税
務
署
で
は
都
税
事
務

所
、
区
役
所
と
共
同
で
、
税
の
無

料
相
談
所
を
股
け
て
皆
様
の
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

十
一
月
十
三
日
(
月
)

十
四
日
(
火
)

午
前
十
時
三

十
分
～
午
後
五
時

場
所

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
(
北
千

住
駅
前
通
り
)
一
階
入
口

問
合
せ
先

足
立
税
務
署

曾
(
(
(

上
六二
四
一

青
色
申
告

年
の
中
途
で
開
業
し
た
方
は
二

ヶ
月
以
内
に
、そ
の
ほ
か
の
方
は
、

三
月
十
五
日
ま
で
に
手
続
き
を
す

れ
ば
、
そ
の
年
か
ら
青
色
申
告
が

で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、足
立
税
務
署
(
　
(
(
(
-

六
二
四
一
)
・
西
新
井

税
務
署
(
　
(

四
〇
1
一
一
一
一
)

の
各
青
色
申
告
指
導
担
当
へ

。

申
告
所
得
税
第
一一
期
分
の
納

期
は
、十
一
月
三
十
日
で
す

。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
業
務
を

停
止
し
ま
す

十
一
月
十
(
日
(
土
)
に
全
国

の
陸
運
事
務
所
の
次
の
業
務
を
停

止
し
ま
す
。

停
止
す
る
業
務

▽
登
録
関
係

▽
検
査
関
係

平
常
ど
お
り
の
業
務

▽
継
続
検

査

▽
回
送
運
行
許
可
関
係

問
合
せ
先
東
京
都
陸
運
事
務
所
<
　

四
七
一
上

六
三
一

】)
・

足
立
支
所
(
　
(
(

四
-
一
五

一
一
)

年
末
資
金
の
申
込
み

年
末
に
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で

、
十
一
月
十
五
日
頃
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
。

普
通
貸
付

中
小
企
業
の
連
転
賢

金
、
設
備
資
金

一
資
額

千
二
百
万
円

申
込
・
問
合
せ
先
国
民
金
融
公

庫
千
住
支
店

啻
(
(
一
上
(
I

七
五

防
災
に
つ
い
て
の

対
話
集
会

主
題

「
防
災
は
み
ん
な
の
力
で
」

日
時

十
一
月
七
日
(
火
)

午

後
二
時
～
四
時

場
所

三
菱
信
託
銀
行
千
住
支
店

対
象

地
域
防
災
関
係
住
民
団
体

お
よ
ぴ
一
般
都
民

問
合
せ
先

都
民
生
活
局
参
加
推

進
部
広
聴
課
　

二
匸
〒
五

一
一
}
(
内
)
こ
四
二
(
二

個
人
事
業
税
第
二
期
分
の
納

期
は
、十
一
月
三
十
日
で
す

。

再
訓
練
技
能
講
習
会

日
時
十
一
月
二
十
日
～
十
二
月

一
日
午
後
六
時
～
(
時
三
十

分
内
容

伝
票
と
帳
簿
の
か
き
か
た

対
象

商
店
、
事
業
所
等
で
経
理

を
担
当
す
る
方
な
ど

定
員
・
費
用
四
十
五
名
千
円

申
込
受
付
十
一
月
十
三
日
～
十

一
月
十
七
日

問
合
せ
先
足
立
高
等
職
業
訓
練

校
I
(

○
五
上
(
一
四
九

交
通
実
態
調
査

都
で
は
、道
路
渋
滞
な
ど
の
交

通
問
胆
を
考
え
る
た
め
に
、
交
通

実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

期
間
十
月
一
日
～
十
一
月
三
十
日

問
合
せ
先

東
京
都
市
團
交
通
実

態
調
蚕
実
施
本
部
　

二
六
三
1

匸
二
六
一

お
年
玉
年
賀
(
ガ
キ
は
十

一
月
六
日
(
月
)
発
売
で
す
。

な
お
、
郵
便
番
号
簿
を
配

付
し
ま
し
た
が
、
届
い
て
い

な
い
方
は
、
最
番
り
の
郵
便

飃
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い

。

酒
類
自
動
販
売
機
の

深
夜
販
売
を
中
止

青
少
年
不
良
化
防
止
と
、
飲
酒

運
転
防
止
の
一
環
と
し
て
、
酒
類

自
動
販
売
機
の
販
売
を
午
後
十
一

時
か
ら
午
前
五
時
ま
で
中
止
し
ま

す
の
で
「
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

東
京
都
小
売
酒
類
販
売
組
合

千
住
・
西
新
井
・
綾
瀬
支
部

問
合
せ
先

西
新
井
支
都
長

(
九
六
-
〇
三
五
六
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